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筆
者
（
吉
永
）
は
「
原
左
氏
伝
（
今
本
左
伝
の
相
当
部
分
に
重

複
し
て
残
存
）
」
か
ら
の
「
春
秋
左
氏
経
」
の
抽
出
・
編
作
の
可
能

性
を
想
定
す
る
一
連
の
仮
説
を
提
起
し
て
来
た
（
注
l
)
0

旧
稿
に
お
い
て
、
春
秋
左
氏
伝
に
お
け
る
「
記
事
文
＋
解
説
文
、

記
事
文
＋
解
説
文
」
と
い
う
文
体
か
ら
「
記
事
文
＋
記
事
文
」
と

い
う
文
体
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
春
秋
左
氏
経
文
の
相
当
部

分
が
説
明
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
の
下
に
、
隠
公
期
の

経
・
伝
に
つ
い
て
分
析
・
検
討
を
加
え
た
。
結
果
は
、
①
抽
出
文

（
右
の
型
の
よ
う
な
文
）
と
見
な
し
得
る
も
の
が
7
6
条
の
経
文
の

う
ち

29
条
（
約

38%）
、
②
抽
出
的
編
作
文
（
伝
の
字
句
を
採
り
つ

つ
も
経
の
独
自
の
筆
法
で
編
作
し
た
も
の
）
が

15
条
（
約

20%）、

（
一
）
は
じ
め
に

春
秋
左
氏
経
。
伝
の
「
卒
」

ー
作
経
原
則
と
し
て
の

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月
六
八
ー
八
三
頁

記
事
の

「名」

③
編
作
文
（
伝
の
記
事
に
関
連
し
つ
つ
も
伝
に
な
い
情
報
を
も
採

り
入
れ
て
編
作
し
た
も
の
）
が

18
条
（
約

24%）
、
④
無
伝
の
経
文

が
1
4
条
（
約

1
8
%
）
と
な
っ
た
。
①
②
で
約
5
8
％
を
占
め
る
事
実

は
「
原
左
氏
伝
か
ら
左
氏
経
文
が
抽
出
・
編
作
さ
れ
た
と
の
仮
説

を
基
本
的
に
は
裏
付
け
る
に
足
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
一

方
で
③
④
の
経
文
の
存
在
は
「
「
原
左
氏
伝
」
の
記
事
を
参
照
し
活

用
す
る
半
面
、
そ
れ
と
は
別
の
史
料
の
援
用
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
、

そ
れ
は
魯
の
宮
廷
記
録
記
事
等
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
」
を
指
摘
し

た
（
注
2
)
0

こ
の
③
の
編
作
文
の
類
型
で
大
き
な
部
分
を
占
め
る
も
の
の
一

つ
が
「
卒
」
記
事
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
「
左
氏
経
文
編
作
の
意
図

の
最
も
重
要
な
も
の
の
―
つ
は
、
諮
号
に
替
え
て
名
を
記
す
「
卒
」

記
事
の
編
作
に
よ
っ
て
、
諸
侯
に
肩
を
並
べ
る
「
聖
人
孔
子
」
と

「名」

と
--, 

ニ~/-'-

E1 

吉

永

慎

に
つ
い
て

郎
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い
う
歴
史
的
位
置
付
け
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し

た
。
そ
の
際
に
は
紙
数
の
都
合
も
あ
り
、
「
卒
」
記
事
に
つ
い
て
の

網
羅
的
な
記
事
の
提
示
と
検
討
に
は
及
び
得
な
か
っ
た
。

小
稿
は
こ
の
「
卒
」
記
事
を
め
ぐ
る
問
題
を
引
き
続
き
検
討
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
孟
子
は
「
世
衰
へ
道
微
に
し
て
、
邪
説
暴
行
作

る
有
り
。
臣
に
し
て
其
の
君
を
試
す
る
者
こ
れ
有
り
、
子
に
し
て

其
の
父
を
試
す
る
者
こ
れ
有
り
。
孔
子
憚
れ
て
春
秋
を
作
る
。
春

秋
は
天
子
の
事
な
り
。
是
の
故
に
孔
子
日
は
く
、
『
我
を
知
る
者
は

其
れ
惟
だ
春
秋
か
。
我
を
罪
す
る
者
は
其
れ
惟
だ
春
秋
か
』
と
。

…
。
孔
子
春
秋
を
成
し
て
、
乱
臣
賊
子
憚
る
。
」
（
膝
文
公
下
）
と

述
べ
て
い
る
。
孟
子
一
流
の
こ
の
表
現
の
う
ち
に
春
秋
経
の
作
経

の
原
則
を
窺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち

「
春
秋
（
経
）
」
は
「
乱
臣
賊
子
（
を
し
て
）
憚
」
れ
し
む
る
為
に
、

「
天
子
の
事
（
天
子
を
中
心
と
し
た
秩
序
）
」
が
記
さ
れ
た
(
t
t
3
)
、

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
作
経
原
則
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
春
秋
左
氏
経
の
「
卒
」
記
事
に
お
け
る
「
名
」
を

以
て
す
る
と
い
う
普
遍
的
原
則
の
登
場
は
こ
の
作
経
原
則
と
深
く

関
わ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
天
子
の
事
」
は
こ
の
「
名
」

に
深
く
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
稿
で
は
ま
ず
、
『
左
伝
』
に
お
い
て
人
物
（
夫
人
を
除
く
）
の

「
卒
」
を
経
と
伝
が
共
に
言
及
す
る
例
を
網
羅
的
に
一
覧
に
し
て

提
示
し
て
、
検
討
・
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
例
は
併

せ
て
8
2
例
に
上
る
。

（
二
）
左
氏
経
・
伝
対
応
「
卒
」
記
事
一
覧

8
2
例
を
歴
代
魯
公
の
年
代
ご
と
に
網
羅
し
一
覧
に
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
（
左
氏
伝
文
の
〔
〕
で
括
る
部
分
は
、
左
氏
経
成

立
後
の
経
の
解
説
〈
解
経
〉
の
文
と
見
な
し
得
る
こ
と
を
示
す
）
。

隠
公
期

(
5
例）

1

[
経
]
元
年
。
…
。
冬
。
十
有
二
月
。
…
。
公
子
益
師
卒
。

[
左
]
元
年
。
．
．
．
。
冬
。
…
。
十
二
月
。
…

olio

2
[
経
]
三
年
。
・
:
。
秋
。
…
。
八
月
。
庚
辰
。
宋
公
和
卒
。

[
左
]
三
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
庚
辰
。
宋
穆
公
卒
。

瘍
公
即
位
。

3
[
経
]
五
年
。
…
。
冬
。
十
有
二
月
。
辛
巳
。
公
子
彊
卒
。

[
左
]
五
年
。
…
。
冬
。
十
二
月
。
辛
巳
。
威
偕
伯
卒
。
公

日
、
「
叔
父
有
憾
於
寡
人
。
寡
人
弗
敢
忘
。
」
葬
之
加
一

等。

4
[
経
]
七
年
。
春
。
…
。
膝
侯
卒
。

[
左
]
七
年
。
春
。
膝
侯
卒
。
〔
不
書
名
、
未
同
盟
也
。
凡
諸

侯
同
盟
、
於
是
称
名
。
故
甍
則
赴
以
名
。
告
終
称
嗣
也
。

以
継
好
息
民
。
謂
之
礼
経
。
〕
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夏
。
許
男
新
臣
卒
。

5
[
経
]
八
年
。
…
。
冬
。
十
有
二
月
。
剰
劉
固
[
。

[
左
]
八
年
。
…
。
冬
。
…

oii。
羽
父
請
諮
輿
族
。

公
問
族
於
終
仲
。
終
仲
封
日
、
「
天
子
健
徳
、
因
生
以
賜

姓
、
昨
之
土
而
命
之
氏
。
諸
侯
以
字
為
盆
、
因
以
為
族
。

官
有
世
功
則
有
官
族
。
邑
亦
如
之
。
公
命
以
字
為
展
氏
。
」

桓
公
期
(
4
例）

6
[
経
]
五
年
。
春
。
正
月
。
甲
戌
。
己
丑
。
陳
侯
飽
卒
。

[
左
]
五
年
。
春
。
正
月
。
甲
戌
。
己
丑
。
陳
侯
飽
卒
。
〔
再

赴
也
。
〕
於
是
陳
乱
。
文
公
子
佗
殺
太
子
免
而
伐
之
。
公

疾
病
而
乱
作
、
国
人
分
散
。
故
再
赴
゜

7
[
経
]
十
年
。
春
。
王
。
正
月
。
庚
申
゜
曹
伯
終
生
卒
。

[
左
]
十
年
。
春
。
曹
桓
公
卒
。

8
[
経
]
十
有
一
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
癸
未
。
鄭
伯
病
生
卒
。

[
左
]
十
年
。
…
。
夏
。
鄭
荘
公
卒
。

9

[
経
]
十
有
七
年
。
．
．
．
。
夏
。
五
月
。
…
。
六
月
。
打
叫
可
ー

察
侯
封
人
卒
。

[
左
]
十
七
年
。
…
。
夏
。
…
。
察
桓
侯
卒
。

荘
公
期

(
1
例）

1
0
[
経
]
二
十
有
一
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
辛
酉
。
鄭
伯
突
卒
。

[
左
]
二
十
一
年
。
…
。
夏
。
…
。
五
月
。
鄭
腐
公
卒
。

儘
公
期
(
9
例）

1
1
[
経
]
四
年
。
…
。

[
左
]
四
年
。
…
。
夏
。
…
。
釦
。
…
。
許
穆
公
卒
干
師
。

葬
之
以
侯
、
礼
也
。

1
2
[
経
]
九
年
。
春
。
王
。
三
月
。
丁
丑
。
宋
公
御
説
卒
。
夏
°

公
會
宰
周
公
、
斉
侯
、
宋
子
、
衛
侯
、
鄭
伯
、
許
男
、

曹
伯
干
葵
丘
。

[
左
]
九
年
。
春
。
宋
桓
公
卒
。
〔
未
葬
而
襄
公
會
諸
侯
。
故

日
子
。
凡
在
喪
、
王
日
小
童
、
公
侯
日
子
。
〕

1
3
[
経
]
九
年
。
．
．
．
。
秋
。
．
．
．
。
九
月
。
．
．
．
。
甲
子
。
晋
侯
詭

間゚
[
左
]
九
年
。
…
。
秋
。
…
。
九
月
。
晋
猷
公
卒
。

1
4
[
経
]
十
有
七
年
。
…
。
冬
。
十
有
二
月
。
乙
亥
。
斉
侯
小

闊°
[
左
]
十
七
年
。
…
。
冬
。
十
月
。
乙
亥
。
斉
桓
公
卒
。
…
。

十
二
月
。
乙
亥
°
赴
。
辛
巳
。
夜
、
積
。

1
5
[
経
]
二
十
有
三
年
。
．
．
．
。
夏
。
五
月
。
庚
寅
。
宋
公
絃
父

剖゚

[
左
]
二
十
三
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
宋
襄
公
卒
。
傷
於
乱

故
也
。

1
6
[
経
]
二
十
有
三
年
。
．
．
．
。
冬
。
十
有
一
月
。

iIO

[
左
]
二
十
三
年
。
…
。
冬
。
…
。
十
一
月
。
杞
成
公
卒
。

〔
書
日
子
。
杞
、
夷
也
。
不
書
名
、
未
同
盟
也
。
凡
諸

侯
同
盟
、
死
則
赴
以
名
、
礼
也
。
赴
以
名
、
則
亦
書
之
。
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不
然
則
否
、
辟
不
敏
也
。
〕

1
7
[
経
]
二
十
有
四
年
。
…
。
冬
。

吾
卒
。

[
左
]
二
十
三
年
。
…
。
糾
。
…
。
加
用
。
晋
恵
公
卒
。

1
8
[
経
]
二
十
有
七
年
。
…
。
夏
。
六
月
。
庚
寅
。
斉
侯
昭
卒
。

[
左
]
二
十
七
年
。
…
。
夏
。
斉
孝
公
卒
。
有
斉
怨
、
不
廃

喪
紀
。
礼
也
。

1
9
[
経
]
三
十
有
二
年
。
…
。
冬
。
十
有
二
月
。
己
卯
。
晋
侯

劃
珀
剖
゜

[
左
]
三
十
二
年
。
…
。
冬
。
晋
文
公
卒
。
庚
辰
。
将
積
干

曲
沃
゜

文
公
期

(
6
例）

2
0
[
経
]
三
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
王
子
虎
卒
。

[
左
]
三
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
乙
亥
。
王
叔
文
公
卒
。
来

赴
。
弔
如
同
盟
。
礼
也
。

2
1
[
経
]
六
年
。
…
。
秋
°
:
・
。
八
月
。
乙
亥
。
晋
侯
誰
卒
。

[
左
]
六
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
乙
亥
。
晋
襄
公
卒
。

霊
公
少
。
晋
人
以
難
故
、
欲
立
長
君
。
…
。
冬
。
十
月
。

襄
仲
如
晋
。
葬
襄
公
。

2
2
[
経
]
七
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
宋
公
王
臣
卒
。

[
左
]
七
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
宋
成
公
卒
。

2
3
[
経
]
十
有
三
年
。
…
。
夏
。
…
。
祁
子
速
除
卒
。

天
王
出
居
干
鄭
。
晋
侯
夷

[
左
]
十
三
年
。
…
。
夏
。
…
。
五
月
。
邪
文
公
卒
。

2
4
[
経
]
十
有
四
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
乙
亥
。
斉
侯
播
卒
。

[
左
]
十
四
年
。
…
。
子
叔
姫
、
妃
斉
昭
公
。
…
。
夏
。
五

月
。
昭
公
卒
。

2
5
[
経
]
十
有
四
年
。
…
。
秋
。
…
。
九
月
。
甲
申
。
公
孫
敷

剖
干
斉
。

[
左
]
十
四
年
。
…
。
刷
仰
之
従
己
氏
也
。
…
。
九
月
。
剖

干
斉
。
告
喪
、
請
葬
。
不
許
。

宣
公
期

(
7
例）

2
6
[
経
]
三
年
。
…
。
冬
。
十
月
。
丙
戌
。
鄭
伯
蘭
卒
。

[
左
]
三
年
。
．
．
．
。
冬
°
鄭
穆
公
卒
。

2
7
[
経
]
八
年
。
春
。
公
至
自
會
。
夏
。
六
月

oii如
斉
。

至
黄
乃
復
。
剖
日
]
°
有
事
千
大
廟
。
仲
遂
卒
干
垂
。
壬

午
猶
繹
。
萬
入
去
締
°

[
左
]
八
年
。
春
。
白
秋
及
晋
平
。
夏
゜
會
晋
伐
秦
。
晋
人

獲
秦
諜
。
殺
諸
鋒
市
。
六
日
而
蘇
。
有
事
於
大
廟
。
~

刑
岡
而
繹
。
非
礼
也
。

2
8
[
経
]
九
年
。
…
。
秋
。
取
根
牟
。
八
月
。
膝
子
卒
。

[
左
]
九
年
。
…
。
秋
。
取
根
牟
。
言
易
也
。
膝
昭
公
卒
。

2
9
[
経
]
九
年
。
…
。
秋
。
…
。
九
月
。
晋
公
、
宋
公
、
衛
侯
、

鄭
伯
、
曹
伯
會
干
塵
。
晋
荀
林
父
帥
師
伐
陳
。
辛
酉
。

晋
侯
黒
臀
卒
干
屈
。
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[
左
]
九
年
。
…
。
秋
。
…
。
會
干
屋
。
討
不
睦
也
。
陳
侯

不
會
。
晋
荀
林
父
以
諸
侯
之
師
、
伐
陳
。

II干
魃
°

乃
還
。

3
0
[
経
]
十
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
丙
辰
。
日
有
食
之
。
己
円
可
ー

斉
侯
元
卒
。

[
左
]
十
年
。
…
。
夏
。
斉
恵
公
卒
。

3
1
[
経
]
十
有
七
年
。
…
。
冬
。
十
有
一
月
。
壬
午
。
公
弟
叔

悶゚
[
左
]
十
七
年
。
…
。
冬
。
公
弟
叔
胎
卒
。
公
母
弟
也
。
〔
凡

大
子
之
母
弟
、
公
在
日
公
子
、
不
在
日
弟
。
凡
称
弟
、

皆
母
弟
也
。
〕

3
2
[
経
]
十
有
八
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
．
．
．
。
甲
戌
。
楚
子
旅

卒。

[
左
]
十
八
年
。
．
．
．
。
秋
。
…
。
楚
荘
王
卒
。
楚
師
不
出
。

既
而
用
晋
師
。

成
公
期

(
8
例）

3
3
[
経
]
二
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
壬
午
。
宋
公
飽
卒
。

[
左
]
二
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
宋
文
公
卒
。
始
厚
葬
。

用
蜃
炭
、
益
車
馬
、
始
用
殉
。
重
器
備
、
棒
有
四
阿
、

棺
有
翰
檜
。
君
子
謂
、
云
々
。

3
4
[
経
]
二
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
．
．
．
。
庚
寅
。
衛
侯
速

芍

夏
。
…
。
六
月
。

庚
辰
。

[
左
]
二
年
。
…
。
秋
。
…
。
九
月
。
衛
穆
公
卒
。
晋
三
子

自
役
弔
焉
。
哭
於
大
門
之
外
。

3
5
[
経
]
六
年
。
…
。
夏
。
六
月
。
…
。
壬
申
。
鄭
伯
費
卒
。

[
左
]
六
年
。
…
。
夏
。
…
。
六
月
。
劇
副
囚
袋
十
°

3
6
[
経
]
十
年
。
…
。
夏
。
…
。
五
月
。
…
。
丙
午
。
晋
侯
猜

剖゚

[
左
]
十
年
。
…
。
夏
。
…
°
対
用
。
同
刊
。

11欲委
゜

使
旬
人
猷
瑛
°
餓
人
為
之
。
召
桑
田
巫
、
示
而
殺
之
。

将
食
。
張
。
如
厠
°
陥
而
岡
。

3
7
[
経
]
十
有
三
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
…
。
曹
伯
慮
卒
干
師
。

[
左
]
十
三
年
。
…
。
夏
。
…
。
五
月
。
丁
亥
。
晋
師
以
諸

侯
之
師
、
及
秦
師
戦
干
麻
隧
。
秦
師
敗
績
。
獲
秦
成
差

及
不
更
女
父
。
曹
宣
公
卒
干
師
。

3
8
[
経
]
十
有
四
年
。
…
。
冬
。
十
月
。
庚
寅
。
衛
侯
威
卒
。

[
左
]
十
四
年
。
…
。
冬
。
十
月
。
衛
定
公
卒
。
夫
人
姜
氏

既
哭
而
息
。
云
々
。

3
9
[
経
]
十
有
五
年
。
…
。
夏
。
六
月
。
宋
公
固
卒
。

[
左
]
十
五
年
。
…
。
夏
。
六
月
。
宋
共
公
卒
。

4
0
[
経
]
十
有
六
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
辛
未
。
膝
子
卒
。

[
左
]
十
六
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
膝
文
公
卒
。

襄
公
期

(14
例）

4
1
[
経
]
二
年
。
…
。

鄭
伯
論
卒
。
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庚
辰
゜

鄭
伯
脇
卒
。

於
是

[
左
]
二
年
。
…
。
秋
。
七
月
。

子
竿
当
国
。
云
々
。

4
2
[
経
]
四
年
。
春
。
王
。
三
月
。
己
酉
。
陳
侯
午
卒
。

[
左
]
四
年
。
春
。
…
。
三
月
。
陳
成
公
卒
。
楚
人
将
伐
陳
゜

聞
喪
乃
止
。
云
々
。

4
3
[
経
]
五
年
。
…
。
冬
。
…
。
十
有
二
月
。
公
至
自
救
陳
°

辛
未
。
季
孫
行
父
卒
。

[
左
]
五
年
。
…
。
冬
。
諸
侯
戌
陳
。
…
。
季
文
子
卒
。

4
4
[
経
]
六
年
。
春
。
王
。
三
月
。
壬
午
。
杞
伯
姑
容
卒
。

[
左
]
六
年
。
春
。
杞
桓
公
卒
。
〔
始
赴
以
名
。
同
盟
故
也
。
〕

4
5
[
経
]
十
有
二
年
。
…
。
秋
。
九
月
。
呉
子
乗
卒
。

[
左
]
十
二
年
。
…
。
秋
。
呉
子
壽
夢
卒
。
臨
於
周
廟
。
礼

也。

4
6
[
経
]
十
有
三
年
。
…
。
秋
。
九
月
。
庚
辰
゜
楚
子
審
卒
。

[
左
]
十
三
年
。
…
。
秋
。
楚
共
王
卒
。
子
義
謀
諮
。
大
夫

日
、
「
君
有
命
突
。
」
子
渡
日
、
「
君
命
以
共
。
若
之
何

毀
之
。
嚇
嚇
楚
国
、
而
君
臨
之
、
撫
有
蛮
夷
、
奄
征
南

海
、
以
属
諸
夏
、
而
知
其
過
、
可
不
謂
共
乎
゜
請
諮
之

共
。
」
大
夫
従
之
。

4
7
[
経
]
十
有
五
年
。
…
。
冬
。
十
有
一
月
。
癸
亥
°
晋
侯
周

卒

[
左
]
十
五
年
。
…
。
冬
。
晋
悼
公
卒
。
遂
不
克
會
。

4
8
[
経
]
十
有
九
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
辛
卯
。
斉
侯
環
卒
。

[
左
]
＋
九
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
壬
辰
゜
晦
。
斉
霊
公
卒
。

荘
公
即
位
。

4
9
[
経
]
二
十
有
三
年
。
春
。
王
。
二
月
。
・
:
。
三
月
。
己
巳
。

杞
伯
匂
卒
。

[
左
]
二
十
三
年
。
春
。
杞
孝
公
卒
。
晋
悼
夫
人
喪
之
。
平

公
不
徹
楽
。
非
礼
也
。
礼
、
為
隣
国
問
。

5
0
[
経
]
二
十
有
三
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
…
。
己
卯
門
ー

仲
孫
速
卒
。

[
左
]
二
十
三
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
…
。
孟
荘
子
疾
。

…
。
己
卯
°
孟
孫
卒
。

5
1
[
経
]
二
十
有
六
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
壬
午
。
許
男

劉
剖
干
楚
。

[
左
]
二
十
六
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
…

oii如
楚
。

請
伐
鄭
。
日
、
「
師
不
興
。
孤
不
帰
突
。
」
八
月
。
剖
干

楚
。
楚
子
日
、
「
不
伐
鄭
、
何
以
求
諸
侯
。
」
冬
。
十
月
。

楚
子
伐
鄭
。

5
2
[
経
]
二
十
有
八
年
。
…
。
冬
。
…
。
十
有
一
月
。
公
如
楚
。

十
有
二
月
。
甲
寅
。
天
王
崩
。
乙
未
。
楚
子
昭
卒
。

[
左
]
二
十
八
年
。
…
。
冬
。
十
月
。
…
。
十
一
月
。
…
。

癸
巳
。
天
王
崩
。
〔
未
来
赴
。
亦
未
書
。
礼
也
。
〕
…
。

十
二
月
。
乙
亥
。
朔
。
斉
人
遷
荘
公
。
濱
干
大
寝
。
…
。
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為
宋
之
盟
故
。
公
及
宋
公
、
陳
侯
、
鄭
伯
、
許
男
、
如

楚
。
公
過
鄭
。
…
。
及
漢
。
楚
康
王
卒
。
公
欲
反
。
…
。

榮
成
伯
日
、
「
遠
図
者
、
忠
也
。
」
公
遂
行
。
…
。
王
人

来
告
喪
。
〔
問
崩
日
。
以
甲
寅
告
。
故
書
之
。
以
徴
過
也
。
〕

53
及
び

54

[
経
]
三
十
有
一
年
。
春
。
王
。
正
月
。
夏
。
六
月
。
辛
巳
゜

―

―

 

公
斃
干
楚
宮
。
秋
。
九
月
。
癸
巳
。
子
野
卒
。
己
亥
°

仲
孫
掲
卒
。

[
左
]
三
十
一
年
。
春
。
王
。
正
月
。
穆
叔
至
自
會
。
見
孟
孝

伯
、
語
之
、
日
、
「
趙
孟
将
死
突
。
云
々
。
」
…
。
穆
叔

出
而
告
人
、
日
、
「
孟
孫
将
死
。
吾
語
諸
趙
孟
之
楡
也
、

而
又
甚
焉
。
」
又
輿
季
孫
語
晋
故
。
季
孫
不
従
。
及
趙
文

子
卒
、
晋
公
室
卑
°
:
・
。
夏
。
五
月
。
．
．
．
。
公
作
楚
宮
。

穆
叔
日
、
「
：
．
。
必
死
是
宮
也
。
」
六
月
。
辛
巳
。
公
斃

干
楚
宮
。
…
。
立
胡
女
敬
帰
之
子
引
印
[
°
次
干
季
氏
。

秋
。
九
月
。
癸
巳
。
卒
。
毀
也
。
己
亥
。
孟
孝
伯
卒
。

昭
公
期

(19
例）

5
5
[
経
]
三
年
。
春
。
王
。
正
月
。
丁
未
。
膝
子
原
卒
。

[
左
]
三
年
。
春
。
王
。
正
月
。
…
。
丁
未
。
膝
子
原
卒
。

同
盟
。
故
書
名
。

5
6
[
経
]
四
年
。
…
。
冬
。
十
有
二
月
。
乙
卯
。
叔
孫
豹
卒
。

四
年
。
…
。
冬
。
…
。
初
。
刷
刊
去
叔
孫
氏
。
…
。

十
二
月
。
癸
丑
°
籾
副
不
食
。
乙
卯
。
卒
。

5
7
[
経
]
六
年
。
春
。
王
。
正
月
。
杞
伯
益
姑
卒
。

[
左
]
六
年
。
春
。
王
。
正
月
。
杞
文
公
卒
。
弔
如
同
盟
。

礼
也
。

5
8
[
経
]
七
年
。
…
。
秋
。
八
月
。
戊
辰
。
衛
侯
悪
卒
。

[
左
]
七
年
。
…
。
秋
。
八
月
。
衛
襄
公
卒
。

5
9
[
経
]
七
年
。
…
。
冬
。
十
有
一
月
。
癸
未
。
季
孫
宿
卒
。

[
左
]
七
年
。
．
．
．
。
冬
。
十
月
。
…
。
十
一
月
。
季
武
子
卒
。

6
0
[
経
]
十
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
…
。
戊
子
。
晋
侯
彪
卒
。

九
月
。
叔
孫
姥
如
晋
。

[
左
]
十
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
…
。
戊
子
。
晋
平
公
卒
。

鄭
伯
如
晋
。

6
1
[
経
]
十
年
。
…
。
十
有
二
月
。
甲
子
。
宋
公
成
卒
。

[
左
]
十
年
。
…
。
冬
。
十
二
月
。
宋
平
公
卒
。

6
2
[
経
]
十
有
二
年
。
春
。
…
。
三
月
。
壬
申
。
鄭
伯
嘉
卒
。

[
左
]
十
二
年
。
春
。
…
。
三
月
。
鄭
簡
公
卒
。

6
3
[
経
]
十
有
四
年
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。
酋
子
去
疾
卒
。

[
左
]
十
四
年
。
…
。
秋
。
八
月
。
i

呂
著
丘
公
卒
。

6
4
[
経
]
十
有
五
年
。
春
。
王
°
:
・
。
二
月
。
到
国
[
°
有
事
干

武
宮
。
篠
入
。

II。
去
楽
卒
事
。

[
左
]
十
五
年
。
春
。
…
。
二
月
。
癸
酉
。
諦
。
叔
弓

i

位
事
。

篠
入
而
剖
。
去
楽
卒
事
。
礼
也
。
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6
5
[
経
]
十
有
六
年
。
…
。
秋
。
八
月
。
己
亥
。
晋
侯
夷
卒
。

[
左
]
十
六
年
。
…
。
秋
。
八
月
。
晋
昭
公
卒
。

6
6
[
経
]
＋
有
八
年
。
春
。
王
。
三
月
。
曹
伯
須
卒
。
（
杜
注
、

未
同
盟
而
赴
以
名
）

[
左
]
十
八
年
。
春
。
王
。
二
月
。
乙
卯
。
周
毛
得
殺
毛
伯

過
。
…
。
三
月
。
曹
平
公
卒
。

6
7
[
経
]
二
十
有
一
年
。
春
。
王
。
三
月
。
葬
察
平
公
。
…
。

秋
。
七
月
。
壬
午
°
朔
。
日
有
食
之
。
八
月
。
□
が
勺
ー

叔
輛
卒
。

[
左
]
二
十
一
年
。
春
。
天
王
将
鋳
無
射
。
…
。
三
月
。
葬

察
平
公
。
察
大
子
朱
失
位
、
位
在
卑
。
…
。
秋
。
七
月
。

壬
午
。
朔
。
日
有
食
之
。
公
問
於
梓
憤
日
、
「
是
何
物
也
。

禍
福
何
為
。
」
封
日
、
「
二
至
二
分
。
日
有
食
之
。
不
為

災
。
…
。
」
於
是
叔
輛
哭
日
食
。
昭
子
日
、
「
引
籾
＇
将
死
。

非
所
哭
也
。
」
八
月
。
叔
輛
卒
。

6
8
[
経
]
二
十
有
二
年
。
…
。
冬
。
十
月
。
王
子
猛
卒
。

[
左
]
二
十
二
年
。
…
。
夏
。
…
。
六
月
。
…
。
丁
巳
。
葬

景
王
。
王
子
朝
因
旧
官
百
工
之
喪
職
秩
者
典
霊
景
之
族

以
作
乱
。
…
。
輩
子
逆
悼
王
干
荘
宮
以
帰
。
…
。
冬
。

十
月
。
…
。
十
一
月
。
乙
酉
。
王
子
猛
卒
。
不
成
喪
也
。

6
9
[
経
]
二
十
有
五
年
。
春
。
叔
孫
姥
如
宋
。
…
。
秋
。
…
。

九
月
。
己
亥
。
公
孫
千
斉
。
…
。
冬
。
十
月
。
図
副
賃
ー

叔
孫
姥
卒
。

[
左
]
二
十
五
年
。
春
。

II聘
干
宋
°
:
・
。
秋
。
…
。

九
月
。
戊
戌
。
伐
季
氏
。
…
。
闊
＃
盈
太
4

干
斉
。
…
。

公
使
闘
刊
自
鋳
帰
。
平
子
有
異
志
。
冬
。
十
月
。
辛
酉
°

闊
引
斉
於
其
寝
。
使
祝
宗
祈
死
。
戊
辰
。
卒
。

7
0
[
経
]
二
十
有
五
年
。
…
。
十
有
一
月
。
己
亥
。
宋
公
佐
卒

干
曲
棘
。

一

[
左
]
二
十
五
年
。
…
。
十
一
月
。
宋
元
公
将
為
公
故
如
晋
。

夢
大
子
槃
即
位
於
廟
。
・
:
。
丸
到
遂
行
。
己
亥
。
卒
干

曲
棘
。

7
1
[
経
]
二
十
有
六
年
。
…
。
秋
。
…
。
九
月
。
庚
申
。
楚
子

闊°

[
左
]
二
十
六
年
。
…
。
秋
0
•• 

• 

0

九
月
。
楚
平
王
卒
。
令

手
子
常
欲
立
子
西
。
…
。
令
手
憚
゜
乃
立
昭
王
。

7
2
[
経
]
三
十
年
。
…
。
夏
。
六
月
。
庚
辰
。
晋
侯
去
疾
卒
。

秋
。
八
月
。
葬
晋
頃
公
。

[
左
]
三
十
年
。
．
．
．
。
夏
。
六
月
。
晋
頃
公
卒
。
秋
。
八
月
。

葬。

7
3
[
経
]
三
十
有
一
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
丁
巳
。
膵
伯
穀
卒
。

…
。
秋
。
葬
碑
猷
公
。

[
左
]
三
十
一
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
…
。
膵
伯
穀
卒
。
同

盟
。
故
書
。
秋
。
呉
人
侵
楚
。
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定
公
期

(
3
例）

7
4
[
経
]
三
年
。
春
。
王
。
…
。
二
月
。
辛
卯
。
郷
子
穿
卒
。

夏
。
四
月
。
秋
。
葬
邪
荘
公
。

[
左
]
三
年
。
春
。
コ
用
。
剖
訓
。
刺
引
在
門
褒
。
…
。
遂

剖
。
先
葬
以
車
五
乗
、
殉
五
人
。
由
州
「
下
急
而
好
潔
。

故
及
是
゜

7
5
[
経
]
五
年
。
…
。
夏
。
…
。
六
月
。
丙
申
。
季
孫
意
如
卒
。

[
左
]
五
年
。
…
。
夏
。
…
。
六
月
。

II行
東
野
。
還
。

未
至
。
丙
判
。
剖
干
房
。

7
6
[
経
]
十
有
四
年
。
…
。
夏
。
…
。
五
月
。
…
。
呉
子
光
卒
。

[
左
]
十
四
年
。
…
。
夏
。
…
。
輿
伐
越
。
…
。
越
子
因
而

伐
之
。
大
敗
之
。
霊
姑
浮
以
文
撃
閾
腐
゜
閾
麿
傷
将
指
゜

取
其
二
牒
。
還
剖
於
陛
°
云
々
。

哀
公
期

(
6
例）

7
7
[
経
]
二
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
丙
子
。
衛
侯
元
卒
。

[
左
]
二
年
。
…
。
夏
。
衛
霊
公
卒
。

7
8
[
経
]
三
年
。
…
。
夏
。
…
。
五
月
。
辛
卯
。
桓
宮
、
偲
宮

災
。
…
。
秋
。
七
月
。
同
刊
。
季
孫
斯
卒
。

[
左
]
三
年
。
…
。
夏
。
五
月
。
辛
卯
。
司
鐸
火
。
火
鍮
公

宮
、
桓
儘
災
。
…

oil至
。
御
公
立
干
象
魏
之
外
、

命
救
火
者
、
傷
人
則
止
、
財
可
為
也
。
命
蔵
象
魏
、
日
、

「
旧
章
不
可
亡
。
」
…
。
秋

ofl有疾
。
…

oilo

康
子
即
位
。

7
9
[
経
]
五
年
。
…
。
秋
。
九
月
。
癸
酉
。
斉
侯
杵
臼
卒
。
冬
。

…
。
閏
月
。
葬
斉
景
公
。

[
左
]
五
年
。
…
。
秋
。
斉
景
公
卒
。
冬
。
十
月
。
公
子
嘉
、

公
子
駒
、
公
子
齢
奔
衛
。

8
0
[
経
]
六
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
庚
寅
。
楚
子
診
卒
。

[
左
]
六
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
剣
刊
在
城
父
。
将
救
陳
。

・
:
。
王
有
疾
。
庚
寅
。
昭
王
攻
大
冥
。
糾
干
城
父
。

8
1
[
経
]
十
有
四
年
。
春
。
西
狩
獲
麟
。
…
。
秋
。
…
。
八
月
。

辛
丑
。
仲
孫
何
忌
卒
。

[
左
]
十
四
年
。
春
。
西
狩
於
大
野
。
叔
孫
氏
車
子
組
商
獲

麟
。
以
為
不
祥
。
以
賜
虞
人
。
仲
尼
観
之
日
、
「
麟
也
。
」

然
後
取
之
。
…
。
秋
。
八
月
。
辛
丑
。
孟
鯰
子
卒
。

8
2
[
経
]
十
有
六
年
。
春
。
王
。
正
月
。
己
卯
。
衛
世
子
胴
睛

自
戚
入
干
衛
。
衛
侯
輛
来
奔
。
二
月
。
衛
子
還
成
、
出

奔
宋
。
夏
。
四
月
。
己
丑
゜
孔
丘
卒
。

[
左
]
十
六
年
。
春
。
職
成
、
猪
師
比
出
奔
宋
。
…
。
夏
。

四
月
。
己
丑
。
孔
丘
卒
。
公
誅
之
日
、
「
要
天
不
弔
、
不

愁
遺
一
老
。
卑
屏
余
一
人
以
在
位
。
云
々
。
」
子
斡
日
、

「
君
其
不
没
於
魯
乎
。
夫
子
之
言
日
、
『
礼
失
則
昏
。
名

失
則
懲
。
失
志
為
昏
。
失
所
為
懲
。
』
生
不
能
用
、
死
而

誅
之
、
非
礼
也
。
称
一
人
、
非
名
也
。
君
両
失
之
。
」
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（
三
）
「
一
覧
」

右
の

82
例
の

う
に
な
る
。

I
左
氏
経
文
の
記
事
で
「
名
」
を
以
て
す
る
も
の
(
7
8
例
）

①
「
国
・
爵
•
名
」
の
諸
侯
の
型

59
例
(
A
日
い
う
も
の

46
例、

B
日
な
き
も
の

13
例）

②
「
氏
•
名
」
の
大
夫
の
型

19
例
(
A
日
い
う
も
の

16
例、

B
日
な
き
も
の
3
例
）

II
左
氏
経
文
の
「
卒
」
記
事
で
「
名
」
を
用
い
な
い
も
の

「
国
・
爵
」
の
諸
侯
の
型

4
例
(
A
日
い
う
も
の
1
例
、

B
日
な
き
も
の

3
例）

I
+
I
I
1
1
8
2
例

III
左
氏
伝
文
の
「
卒
」
記
事
で
「
名
」
を
以
て
す
る
も
の
(
1
0
例
）

①
「
国
・
爵
•
名
」
の
諸
侯
の
型

5
例
(
A
日
い
う
も
の
4
例
、

B
日
な
き
も
の
1
例
）

②
「
氏
•
名
」
の
大
夫
の
型

5
例
(
A
日
い
う
も
の
3
例
、

B
日
な
き
も
の
2
例
）

IV
左
氏
伝
文
の
「
卒
」
記
事
で
「
諮
」
を
以
て
す
る
も
の
(
6
8
例
）

①
「
国
・
諮
」
の
諸
侯
の
型

54
例
(
A
日
い
う
も
の

9
例、

B
日
な
き
も
の

45
例）

記
事

の
検
討
と
考
察の

筆
法
を
分
類
す
る
と
次
の
よ

②
「
氏
・
諮
」
の
大
夫
の
型

14
例
(
A
日
い
う
も
の
1
0
例
、

B
日
な
き
も
の

4
例）

＞
左
氏
伝
文
の
「
卒
」
記
事
で
「
名
」
も
「
諮
」
も
用
い
な
い
も
の

「
国
・
爵
」
の
諸
侯
の
型

4
例

(
A
日
い
う
も
の
2
例
、

B
日
な
き
も
の
2
例
）

m
+
w
+
＞
1182
例

し
た
が
っ
て
、
左
氏
経
文
で
は

82
例
中
7
8
例

(
I
)
が
「
名
」

を
以
て
「
卒
」
を
記
し
、
残
り
4
例
は
「
名
」
を
記
さ
ぬ
も
の

(II)

で
あ
る
。
つ
ま
り
左
氏
経
文
で
は
約
95
％
が
「
名
」
を
以
て
記
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
左
氏
伝
文
で
は

82
例
中
6
8
例

(
W
、

76
閾
麿
も
こ
れ
に
含
む
）
が
「
諮
」
を
以
て
「
卒
」
を
記
し
て
お

り
、
約
83
％
を
占
め
る
（
注
4
)
0

端
的
に
言
え
ば
、
「
一
覧
」
の
左
氏
経
で
は
「
卒
」
は
「
名
」
を

以
て
記
す
の
を
原
則
と
し
（
「
卒
」
を
「
諮
」
す
る
も
の
は
全
く
な

い
）
、
左
氏
伝
で
は
「
卒
」
は
概
ね
「
盆
」
を
以
て
記
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

仮
に
経
学
的
通
説
の
よ
う
に
経
を
注
釈
す
る
も
の
と
し
て
伝
が

作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
は
伝
は
経
の
筆
法
を
前
提
と

し
て
そ
れ
を
解
説
・
敷
延
す
る
立
場
を
取
る
べ
き
は
ず
で
あ
ろ
う

か
ら
、
何
故
に
こ
の
よ
う
に
伝
は
経
の
「
名
」
を
以
て
す
る
筆
法

と
は
全
く
異
な
る
「
諮
」
を
以
て
す
る
筆
法
に
よ
っ
て
そ
の
大
部

分
が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
こ
と
が
全
く
不
可
解
と
な
る
。
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「
諮
」
を
以
て
す
る

68
例
も
の
用
例
の
存
在
は
、
伝
が
経
を
注
釈

す
る
と
い
う
立
場
で
作
ら
れ
て
い
る
と
は
到
底
認
め
難
い
こ
と
を

示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

逆
に
伝
（
原
左
氏
伝
）
か
ら
経
が
抽
出
・
編
作
さ
れ
た
と
す
る

と
、
経
は
伝
に
対
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
も
新
た
な
理
念
の
立

場
を
提
示
す
る
と
い
う
あ
り
方
を
取
り
得
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

「
盆
」
を
以
て
す
る
と
い
う
伝
の
主
流
を
な
す
筆
法
に
対
し
て
、

伝
に
少
数
な
が
ら
存
す
る
「
名
」
を
以
て
す
る
と
い
う
筆
法
を
、

新
た
な
理
念
を
託
す
る
も
の
と
し
て
採
用
し
、
こ
の
筆
法
を
普
遍

化
し
て
適
用
し
た
と
こ
ろ
に
経
の
記
事
が
成
立
し
た
と
す
る
理
解

は
、
相
応
の
合
理
的
な
説
明
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
だ
し
、
伝
に
少
数
な
が
ら
存
す
る
「
名
」
を
以
て
す
る
筆
法

は
、
編
作
さ
れ
た
経
へ
の
解
経
の
文
と
し
て
伝
（
原
左
氏
伝
）
に

付
加
さ
れ
た
も
の
と
の
見
方
に
も
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
点
は
吟

味
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
今
、
左
氏
伝
に
お
い
て
「
日
」
を
記
し
て
「
国
・
諮
」

を
以
て
す
る
「
卒
」
記
事

(IV
①
A
)

と
、
同
じ
く
「
日
」
を
記

し
て
「
国
・
爵
•
名
」
を
以
て
す
る
も
の

(
I
l
l
①
A
)
と
を
比
較

検
討
し
て
み
よ
う
。
蓋
し
記
事
を
日
を
以
て
記
す
の
は
そ
の
重
要

性
を
構
成
す
る
要
件
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

IV
①

A
に
あ
た
る
の

は、

2
、14、

20
、

21
、37、

48
、
6
0
、
7
0
、

80
の
9
条、

Ill
①

A
に
あ
た
る
の
は
、

6
、
4
1
、
5
5
、

68
の
4
条
、
で
あ
る
。

ま
ず
、

IV
①

A
の
諸
例
に
つ
い
て
検
討
・
考
察
し
て
み
よ
う
。

2
は
左
伝
が
「
宋
の
刷
州
芸
エ
す
」
と
諮
し
て
記
す
。
1
4
は
経
が

「
冬
。
十
有
二
月
。
乙
亥
。
斉
侯
州
国
芸
エ
す
。
」
と
名
い
う
に
対
し
、

左
伝
は
「
冬
。
十
月
。
乙
亥
。
斉
の
固
バ
雲
千
す
。
…
。
十
二
月
。

乙
亥
。
赴
す
。
辛
巳
。
夜
に
積
す
」
と
諮
し
て
記
し
、
か
つ
ニ
カ

月
後
の
赴
報
や
積
に
つ
い
て
記
し
、
覇
者
へ
の
敬
意
と
死
後
の
混

乱
へ
の
注
目
が
窺
え
る
。

20
左
伝
は
「
乙
亥
。
王
叔

ti卒す
」

と
盆
し
、

21
左
伝
は
「
乙
亥
゜
晋
剌
到
鴫
卒
す
」
と
諮
す
る
。
3
7
左

伝
は
「
曹
の

II師
に
卒
す
」
と
諮
し
て
そ
の
武
勇
を
称
賛
す
る
。

48
は
経
が
「
秋
。
七
月
。
辛
卯
。
斉
侯
躙
卒
す
。
」
と
名
い
う
に
対

し
、
左
伝
は
「
夏
。
五
月
。
壬
辛
°
晦
。
斉
劉
州
｛
卒
す
」
と
謳
す

る
が
、
時
•
月
の
相
違
か
ら
経
と
伝
が
別
の
編
作
に
よ
る
こ
と
を

窺
わ
し
め
る
。
6
0
左
伝
は
「
戊
子
。
晋
の
叩
バ
型
午
す
」
と
諮
し
、

7
0
左
伝
は
「
十
一
月
。
宋
の
氾
バ
i

…
。
己
亥
。
曲
棘
に
卒
す
。
」

と
諮
し
て
「
魯
の
為
に
」
し
た
元
公
へ
の
褒
意
を
示
す
。

80
左
伝

は
「
秋
。
七
月
。
楚
子
城
父
に
在
り
。
…
。
庚
寅
。
闊
団
＇
大

冥
を
攻
め
、
城
父
に
卒
す
。
」
と
諮
し
て
武
勇
を
称
賛
す
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
王
室
や
大
国
・
敵
国
の
君
主
で
あ
り
、
左

氏
伝
が
「
盆
」
を
以
て
卒
を
記
す
の
は
、
『
国
語
』
の
筆
法
（
注
5
)
と

同
様
に
諸
侯
と
し
て
の
礼
に
法
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に

m①
A
の
諸
例
に
つ
い
て
検
討
・
考
察
を
加
え
る
。

6

（
桓
公
)
[
経
]
五
年
。
春
。
正
月
。
甲
戌
。
己
丑
°

陳
侯
飽
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[
左
]
五
年
。
春
。
正
月
。
甲
戌
。
己
丑
。
陳
侯
飽
卒

卒
す
。

引
。
〔
再
び
赴
す
れ
ば
な
り
。
〕
駆
g
臼
戯
⑯
砂
以
園
甜
パ
唸
ー
葛
腐

の
子
の
佗
、
太
子
免
を
殺
し
て
之
を
伐
つ
。
公
の
疾
病
に
し

豆

。

陳
の
桓
公
（
陳
侯
飽
）
の
卒
す
る
や
公
子
の
佗
（
桓
公
の
弟
の

五
父
）
は
太
子
免
を
殺
し
て
君
位
に
つ
く
。
桓
公
の
病
に
よ
る
乱

に
て
国
人
分
散
の
ゆ
え
に
赴
報
が
二
度
来
た
と
す
る
。
経
は
伝
の

傍
線
部
と
全
く
同
様
の
記
事
で
、
〔
〕
内
は
解
経
の
文
、
つ
ま
り

経
の
編
作
の
際
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
波
線
部
の
冒

頭
の
「
是
に
お
い
て
」
は
「
陳
侯
飽
卒
す
」
を
受
け
る
と
す
る
と

次
の
4
1
の
「
是
に
お
い
て
」
の
例
と
同
様
に
文
勢
は
整
う
。
し
た

が
っ
て
波
線
部
は
伝
の
傍
線
部
の
解
説
の
文
と
理
解
す
る
こ
と
は

自
然
か
つ
妥
当
で
あ
る
。
解
経
の
文
が
挿
入
さ
れ
た
た
め
に
文
勢

に
混
乱
が
生
じ
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
経
の
編
作
と
解
経
の
文
の
付

加
と
を
示
唆
す
る
。
故
に
傍
線
部
の
左
伝
の
文
は
波
線
部
と
共
に

解
経
の
際
の
付
加
で
は
な
く
原
左
氏
伝
文
と
言
え
る
。

こ
の
佗
は
経
で
は
六
年
秋
八
月
に
「
察
人
殺
陳
佗
」
と
筆
誅
さ

れ
て
い
る
。
対
照
的
に
六
年
伝
に
は
佗
の
記
事
は
全
く
な
い
。
荘

二
十
二
年
伝
に
「
察
人
は
五
父
を
殺
し
て
之
（
腐
公
）
を
立
つ
」

と
記
す
の
み
。
故
に
左
伝
の
文
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
桓
公
と
諮
す

る
の
で
は
な
く
飽
と
名
を
以
て
す
る
の
は
、
桓
公
へ
の
「
乱
国
」

の
君
主
と
い
う
貶
意
を
示
す
も
の
と
の
理
解
が
導
か
れ
よ
う
。

こ
ん

4
1
（
襄
公
)
[
経
]
二
年
。
…
。
夏
。
…
。
六
月
。
庚
辰
。
鄭
伯
論

剖
引
0

[
左
]
二
年
。
…
。
秋
。
七
月
。
庚
辰
゜
鄭
伯
論
卒
す
。

魁
t
I談
“
〗5⇒
ば
芍
国
口
2
部
t
m球
。
云
々
。

経
と
伝
は
傍
線
部
は
同
じ
記
事
だ
が
、
時
と
月
が
違
っ
て
お
り
、

こ
れ
も
伝
が
経
の
注
釈
で
あ
る
と
す
る
通
説
か
ら
は
不
可
解
と
な

る
事
態
で
あ
る
。
伝
が
経
の
記
事
と
の
重
大
な
異
同
に
つ
い
て
全

く
触
れ
な
い
の
は
経
と
伝
と
い
う
関
係
の
虚
構
の
破
綻
を
示
し
、

経
文
の
編
作
が
伝
（
原
左
氏
伝
）
に
遅
れ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
伝
文
は
原
左
氏
伝
の
文
と
言
え
る
。

経
の
杜
注
は
「
未
だ
襄
と
同
盟
せ
ざ
れ
ど
も
赴
す
る
に
名
を
以

て
す
。
」
と
鄭
国
か
ら
の
赴
を
そ
の
ま
ま
記
事
に
し
た
と
し
、
「
庚

辰
は
七
月
九
日
な
り
。
六
月
と
書
す
る
は
経
誤
て
り
。
」
と
す
る
。

会
箋
は
逆
に
「
経
は
当
時
に
在
れ
ば
日
月
応
に
誤
ら
ざ
る
べ
し
、

蓋
し
伝
謡
を
写
せ
る
の
み
。
」
と
経
を
絶
対
視
し
て
伝
の
記
事
に

誤
り
を
帰
す
る
が
、
単
純
な
弾
縫
策
と
言
え
よ
う
。

ま
た
こ
の
経
の
記
事
は
「
秋
。
七
月
。
仲
孫
蔑
會
…
。
」
の
前
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、
杜
注
の
よ
う
な
「
誤
り
」
が
仮
に
有
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
に
伝
が
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
は
益
々
不
可
解
と

な
る
。
も
し
杜
注
の
「
誤
り
」
が
確
信
的
な
そ
れ
の
容
認
で
あ
れ

ば
、
論
理
的
に
は
伝
か
ら
の
経
の
抽
出
・
編
作
の
余
地
は
杜
注
で

も
排
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
は
暦
法
の
問

題
と
し
て
の
題
材
で
も
あ
る
が
今
は
そ
の
議
論
は
措
く
。
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次
に
波
線
部
の
「
是
に
お
い
て
」
は
傍
線
部
の
「
卒
す
」
を
承

け
る
自
然
な
文
勢
を
示
す
。
先
の

6
の
波
線
部
と
も
共
通
す
る
先

行
伝
文
を
承
け
る
表
現
で
、

6
の
議
論
に
補
証
を
与
え
よ
う
。

鄭
伯
論
（
鄭
の
成
公
）
に
つ
い
て
會
箋
は
「
葬
を
書
せ
ざ
る
は
、

成
公
の
楚
に
附
す
る
を
以
て
の
故
に
諸
侯
葬
に
會
せ
ざ
る
な
り
」

と
指
摘
す
る
。
ま
た
伝
の
杜
注
は
波
線
部
の
「
子
竿
当
国
」
に
つ

い
て
「
君
事
を
摂
す
る
な
り
」
と
し
、
會
箋
は
「
当
国
と
は
専
ら

国
柄
を
操
る
な
り
、
君
事
を
摂
す
る
の
謂
に
非
ざ
る
な
り
。
…
。

鄭
是
よ
り
政
卿
の
上
に
又
当
国
有
り
。
」
と
す
る
。
成
公
期
か
ら
鄭

の
政
治
の
権
柄
が
大
夫
に
握
ら
れ
る
こ
と
を
共
に
指
摘
す
る
。

さ
れ
ば
、
こ
の
伝
が
鄭
の
君
主
の
卒
を
「
脇
」
と
名
を
以
て
記

し
、
諮
を
以
て
「
成
公
」
と
せ
ぬ
の
は
、
や
は
り
「
乱
国
」
の
君

主
へ
の
貶
意
を
示
す
も
の
と
の
理
解
に
帰
着
し
よ
う
。

5
5
（
昭
公
)
[
経
]
三
年
。
春
。
王
。
正
月
。
丁
未
。
膝
子
原
卒
す
。

[
左
]
三
年
。
春
。
王
。
正
月
。
…
。
丁
未
。
膝
子
原
卒
す
。

閲
郎i
1パペv
叫
四
り
〗
が

C
3
5
叡
~
゜

傍
線
部
は
経
・
伝
同
じ
い
。
杜
預
は
経
に
注
し
て
「
襄
二
十
五

年
。
重
丘
に
盟
へ
ば
な
り
。
」
と
し
、
伝
に
注
し
て
「
襄
の
世
に
同

盟
す
。
亦
た
応
に
同
盟
の
礼
に
従
ふ
べ
し
。
故
に
伝
之
を
発
す
。
」

と
す
る
。
波
線
部
を
解
経
の
文
で
あ
る
と
す
る
と
、
経
が
「
国
・

爵
•
名
」
を
以
て
膝
の
君
主
の
卒
を
記
し
た
理
由
の
解
説
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
先
の
一
覧
の
よ
う
に
名
い
う
筆
法
は
経
の

78
例
に
普
遍
的
で
同
盟
は
膝
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
全
く
な
い
。

既
出
の
多
く
の
先
例
に
こ
の
類
の
解
経
の
文
は
な
く
、
こ
れ
の
み

を
解
経
と
み
る
の
は
奇
異
で
あ
る
。
故
に
波
線
部
は
左
伝
の
傍
線

部
の
文
に
対
す
る
解
説
で
、
と
も
に
原
左
氏
伝
に
属
す
る
文
と
言

え
る
。
即
ち
未
だ
同
盟
せ
ざ
る
時
代
の
膝
の
君
主
の
卒
は
名
を
以

て
記
す
こ
と
は
な
い
が
、
先
代
の
同
盟
の
誼
に
よ
っ
て
「
名
」
を

以
て
す
る
の
だ
と
の
解
説
と
理
解
せ
ら
れ
る
。

経
の
會
箋
は
「
隠
七
年
膝
侯
卒
。
不
書
名
未
同
盟
也
。
荘
十
六

年
膝
子
輿
荘
公
同
盟
干
幽
。
然
宣
九
年
八
月
膝
子
卒
。
成
十
六
年

夏
四
月
辛
未
膝
子
卒
。
皆
不
書
名
。
此
例
所
謂
「
不
然
則
否
（
筆

者
注
一
覧
16
参
照
）
」
者
也
。
至
此
始
従
同
盟
赴
名
之
礼
。
故
書
。

...o
膝
子
来
葬
襄
公
。
我
卿
亦
會
其
葬
。
所
以
赴
以
名
、
可
見
也
。
」

と
注
す
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
伝
の
記
事
に
適
用
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
可
能
か
つ
自
然
で
あ
ろ
う
。
即
ち
「
膝
子
原
」
と
伝
が
そ

の
卒
を
「
国
・
爵
•
名
」
を
以
て
記
す
の
は
、
「
同
盟
名
を
赴
す
る

の
礼
に
従
ふ
」
の
を
美
と
す
る
も
の
で
、
魯
の
立
場
か
ら
み
た
褒

意
を
示
す
も
の
と
な
ろ
う
。
し
か
し
て
魯
と
小
国
膝
と
の
関
係
は

二
重
線
部
に
見
る
よ
う
に
上
下
の
序
列
の
明
確
な
、
し
た
が
っ
て

膝
が
魯
に
服
す
る
こ
と
を
暗
に
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ

辞
は
膝
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
貶
意
に
転
換
す
る
こ
と
に
も
な
り
得

る
。
こ
れ
は
筆
法
の
「
微
」
な
る
と
こ
ろ
と
言
え
よ
う
。

同
様
の
こ
と
は
、
日
を
紀
さ
ぬ
が
7
3
の
左
伝
の
「
（
昭
公
）
三
十
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一
年
。
…
。
夏
。
四
月
。
…
。
膵
伯
穀
卒
す
。
同
盟
す
。
故
に

す
。
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
波
線
部
は
伝
文
の
傍
線
部
の
理
由
説

明
の
文
で
あ
り
解
経
で
は
な
い
。
共
に
原
左
氏
伝
文
と
言
え
る
。

「
同
盟
す
」
る
が
故
に
「
穀
」
と
名
を
以
て
卒
を
「
書
」
し
た
こ

と
を
言
う
。
魯
の
立
場
か
ら
の
褒
意
を
示
唆
し
よ
う
。
そ
れ
が
膵

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
貶
意
を
牢
む
こ
と
も
ま
た
同
様
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
ば
こ
そ
伝
の
記
事
で
は
、
「
同
盟
名
を
赴
す
る
の
礼
」
は
あ

れ
ど
も
、
敵
国
・
大
国
に
つ
い
て
は
通
常
は
赴
の
ま
ま
に
記
事
を

記
さ
ず
「
諮
」
を
以
て
す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

6
8
（
昭
公
)
[
経
]
二
十
有
二
年
。
．
．
．
。
冬
。
十
月
。
王
子
猛
卒
す
。

[
左
]
二
十
二
年
。
…
。
夏
。
…
。
六
月
。
…
。
丁
巳
。
景
王

を
葬
る
。
王
子
朝
旧
官
百
工
の
職
秩
を
喪
ひ
し
者
と
霊
•
景

の
族
に
因
り
て
以
て
乱
を
作
す
。
…
。
輩
子
悼
王
を
荘
宮
に

逆
へ
て
以
て
帰
る
。
…
。
冬
。
十
月
。
．
．
．
。
十
一
月
。
乙
酉
。

王
子
猛
卒
す
。
喪
を
成
さ
ざ
れ
ば
な
り
。
（
杜
注
：
王
崩
ず
と
称

せ
ざ
る
所
以
を
繹
す
。
）

伝
文
は
一
連
の
周
王
室
の
歴
史
記
述
で
原
左
氏
伝
と
見
な
し
得

る
資
料
で
あ
る
。
故
に
波
線
部
は
解
経
の
文
で
は
な
く
伝
の
傍
線

部
の
理
由
説
明
の
解
説
文
と
し
て
読
む
の
が
自
然
か
つ
妥
当
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
會
箋
は
「
王
猛
立
而
未
鍮
年
。
故
日
王
子
。

不
成
前
王
之
喪
。
」
と
、
悼
王
（
猛
）
は
未
鍮
年
の
王
に
し
て
前
の

景
王
の
喪
を
成
さ
ざ
り
し
故
に
王
子
と
称
す
る
を
言
う
。
こ
れ
は

「
天
子
の
事
（
天
子
を
中
心
と
し
た
秩
序
）
」
の
筆
法
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
左
伝
で
は
「
盆
」
を
以
て
卒
を
記
す
の
は
、
諸

侯
の
礼
に
法
っ
て
の
称
賛
や
褒
意
や
敬
意
を
示
し
、
一
方
「
名
」

を
以
て
す
る
の
は
、

6
、
4
1
、
5
5
や

73
に
お
い
て
は
や
は
り
諸
侯

の
礼
に
法
っ
て
の
貶
意
や
、
同
盟
の
小
国
へ
の
褒
意
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
6
8
に
お
い
て
は
「
天
子
の
事
」
と
し
て
の
礼
の
規
範
か

ら
為
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
左
伝
の
「
名
」
い
う
記
事
は
解
経
の
文
と
し
て
付
加
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
解
説
文
を
も
有
す
る
例
の
「
記
事
文
＋
解
説
文
」

と
い
う
原
左
氏
伝
の
文
と
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
作
経
原
則
と
し
て
の
「
名
」

で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
経
が
普
遍
的
に
「
名
」
を
以
て
「
卒
」

を
記
す
の
は
い
か
な
る
意
図
に
拠
る
も
の
と
把
握
さ
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

魯
が
諸
侯
と
し
て
天
子
及
び
他
の
諸
侯
と
礼
を
以
て
往
来
交
接

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
先
王
の
道
と
い
う
周
の
伝
統
的
秩
序
と
当

代
の
覇
者
権
力
の
台
頭
に
よ
る
力
の
関
係
と
の
均
衡
と
相
関
の
う

え
に
そ
の
行
動
は
規
定
さ
れ
よ
う
。
そ
の
あ
り
方
は
当
然
な
が
ら

「
諸
侯
の
道
」
に
相
応
の
も
の
と
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
魯
や
諸
侯
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
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『
左
伝
』
や
『
国
語
』
は
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
窺
う
に
足
る
貴

重
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
春
秋
経
の
記
述
は
全
く
異
質
で
あ
る
。
覇
者

と
な
っ
た
大
国
も
対
等
の
敵
国
も
附
庸
と
し
て
の
小
国
も
、
い
ず

れ
の
君
主
も
そ
の
「
卒
」
は
「
国
・
爵
•
名
」
と
い
う
一
律
の
筆

法
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
爵
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
周

の
天
子
の
「
命
」
に
よ
る
秩
序
の
象
徴
で
あ
る
。
「
名
」
は
、
周
書
・

金
腟
に
周
公
が
大
王
・
王
季
・
文
王
の
鬼
神
（
祖
霊
）
に
向
か
っ

て
「
旦
」
と
自
ら
名
い
う
よ
う
に
、
祖
霊
•
鬼
神
そ
し
て
君
父
に

対
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
爵
」
と
「
名
」
の
秩
序
の
重

な
る
中
心
に
在
る
の
は
「
天
子
」
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。
「
左
氏

伝
（
原
左
氏
伝
）
」
に
お
い
て
は
魯
の
君
主
は
地
方
的
大
国
と
し
て

膝
や
膵
の
君
主
の
「
卒
」
を
名
を
以
て
記
す
と
い
う
権
威
を
示
し

た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
限
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
こ
れ
を
「
天
子
」
と
い
う
立
場
か
ら
天
下
に
そ
の
権
威
と

秩
序
を
示
さ
ん
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
春
秋
経
（
左
氏
経
）
の

筆
法
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
「
爵
」
と
い
う
秩
序
原

則
と
「
名
」
と
い
う
普
遍
原
則
の
縦
と
横
の
仕
組
み
を
駆
使
し
て

「
天
子
の
事
」
を
明
ら
か
に
す
る
筆
法
で
あ
る
。

先
の
「
一
覧
」
に
お
い
て
こ
れ
を
見
る
と
、
1
6
の
経
は
名
を
書

せ
ざ
る
を
以
て
「
杞
子
」
へ
の
貶
辞
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
2
5
の

経
は
名
を
書
す
る
を
以
て
「
公
孫
赦
」
へ
の
貶
辞
と
す
る
も
の
と

言
え
よ
う
。
6
0
の
経
は
伝
の
「
鄭
伯
如
晋
」
の
記
事
は
な
く
晋
の

覇
者
の
権
威
は
消
去
さ
れ
て
「
天
子
の
事
」
が
暗
示
さ
れ
る
。
4
6
、

52、

71
、
8
0
は
い
ず
れ
も
伝
の
「
楚
王
」
を
経
は
「
楚
子
」
と
爵

し
て
名
を
属
し
、
楚
を
「
天
子
の
事
」
に
服
せ
し
む
る
を
示
し
、

覇
者
・
王
と
し
て
の
楚
王
の
権
威
は
全
く
消
去
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
5
2
の
経
で
「
天
王
」
の
崩
と
「
楚
子
」
の
卒
を
並
べ
て
記
す
の

は
端
的
に
「
天
子
の
事
」
が
強
調
さ
れ
る
筆
法
と
な
っ
て
い
よ
う
。

7
6
の
経
が
呉
王
閾
麿
を
「
呉
子
光
」
と
す
る
の
も
同
様
に
「
天
子

の
事
」
の
筆
法
と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
所
謂
「
乱
臣
賊
子
憚
る
」
の
主
因
も
ま
た
、
こ

の
「
天
子
の
事
」
に
よ
る
褒
貶
・
筆
誅
が
「
名
」
を
以
て
な
さ
れ

る
こ
と
に
在
る
こ
と
が
今
や
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
「
名
」
は
人
（
こ

の
世
）
と
鬼
神
（
あ
の
世
の
祖
霊
）
に
亙
る
故
に
、
そ
れ
に
よ
る

褒
貶
・
筆
誅
は
決
定
的
な
意
味
を
持
ち
、
故
に
「
乱
臣
賊
子
」
を

し
て
「
憚
」
れ
し
め
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
原
左
氏
伝
」
か
ら
「
春
秋
左
氏
経
」
が
抽
出
・

編
作
さ
れ
る
に
際
し
て
の
作
経
原
則
の
一
っ
と
し
て
、
「
卒
」
記
事

に
お
け
る
「
名
」
の
意
義
が
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
こ
の
「
名
」
が
春
秋
の
作
経
原
則
と
し
て
持
つ
今

―
つ
の
重
要
な
意
味
と
は
、
そ
の
平
準
化
の
原
則
と
し
て
の
作
用

で
あ
る
。
8
1
と
8
2
と
を
比
較
す
る
と
、
左
伝
に
お
い
て
は
「
孟
鯰

子
」
と
「
孔
丘
」
と
で
は
、
共
に
青
史
に
名
を
列
ね
る
と
は
い
え
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(
1
)
拙
著
『
戦
國
思
想
史
研
究
ー
儒
家
と
墨
家
の
思
想
史
的
交
渉
ー
』
（
平

成
1
6
年
五
月
、
朋
友
書
店
）
第
二
部
第
一
、
二
、
三
章

(313.476
頁）

及
び
注

(
2
)

拙
稿
参
照
。
な
お
、
伊
藤
仁
斎
の
『
孟
子
古
義
』
離

婁
下
篇
第
二
十
一
章
の
「
春
秋
」
観
で
は
、
「
孔
子
」
が
「
夫
子
以
前
」

の
「
春
秋
之
書
」
か
ら
そ
の
「
義
」
を
「
取
」
り
て
「
之
を
経
に
列

し
」
た
と
し
「
今
左
氏
の
偲
す
る
所
の
春
秋
是
れ
な
り
」
と
、
左
氏

経
（
春
秋
経
）
の
成
立
を
説
い
て
い
る
。

(
2
)
拙
稿
「
「
春
秋
左
氏
経
」
の
「
原
左
氏
伝
」
か
ら
の
抽
出
・
編
作
と

そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
ー
隠
公
期
「
春
秋
左
氏
経
」
抽
出
・
編
作

挙
例
及
び
「
卒
」
の
記
事
を
中
心
に
ー
」
（
『
秋
田
大
学
教
育
文
化
学

部
研
究
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
』
第
64
集
所
牧
、
平
成
2
1
年
三
月
）
。

(
3
)
前
掲
拙
著
『
戦
國
思
想
史
研
究
』
．
`
頁
参
照
。

注

諮
号
を
持
た
ぬ
孔
子
の
記
事
が
見
劣
り
す
る
の
は
否
め
な
い
。
こ

れ
が
経
で
は
共
に
「
名
」
を
以
て
す
る
記
事
と
し
て
平
準
化
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
孔
子
は
世
卿
の
大
夫
や
更
に
諸
侯
と
対
等
に

列
し
て
宣
揚
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
こ
に
経
の
「
名
」
を
以
て
す
る

平
準
化
の
原
則
は
、
世
族
の
「
諮
」
を
以
て
す
る
貴
族
社
会
に
「
孔

子
」
宣
揚
の
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
作
動
し
始
め
た
の
で
あ

る。

(
4
)
前
掲
拙
稿
の
「
65
例
」
「

7
9
%」
は
、
か
く
「
68
例
」
「

8
3
%
」
と

上
方
修
正
さ
れ
る
。

(
5
)
前
掲
拙
稿
参
照
。
な
お
、
小
稿
の
『
左
伝
』
原
典
の
引
用
・
用
字

等
の
原
則
は
同
拙
稿
に
準
ず
る
。

(83) 


